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福岡市の公共施設である 「なみきスクエア」 が主催した， フリースクールにおける演劇ワークショップの実践活動とその成
果検証結果について報告する。 1 回90分， 10回にわたる演劇ワークショップを経験した中学生たちの中には， 当初の無表
情でほとんど声を発しない状況から笑顔を見せるように変化し， 互いのよい点を認め関わり合うような変容を見せる例があっ
た。 しかし1か月後に確認したところ， 日常生活にその変化が及んだとはいえなかった。 取り組みを長期に継続することでさ
らなる変化を期待できる可能性を主催者， フリースクールのスタッフらは感じており， 初年度の活動としては， このこと自体を
ひとつの 「成果」 と見ることもできる。 社会包摂につながる芸術文化体験をどのように評価するのか， 芸術が社会にもたら
す力をどのように捉えるのか等， 課題を意識しつつも活動を継続することの重要性が指摘される。


































充実～個々の児童生徒の状況に応じた環境づくり～報告」（平成 29 年 2 月 13 日）p 4。

































































 http://www.gekidankyo.or.jp/book/（平成 31 年 2 月 18 日確認）
11 2016 報告書 p27 ～ 28 参照。
12 2016 報告書 p51 参照。
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